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長野地方気象台 「お天気フ ェ ア」における気象実験教室の 実践

実験教室 における科学 コ ミュ ニ ケ
ー

ショ ン の あり方
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1．は じめに

　 気象台で は、毎年夏に 「お天気 フ ェ ア 」を開催し

てい る。 これ は主に小学校高学年を対象に、気象観

測・天気予報 ・地震などにっ い て の業務解説や気象

実験などを行う。 しかし 、
こうした気象学に関する分

野を分かりやすく解説することは難しい 。中野〈2013）

は、大学院生が 出前授業を通 して科学コ ミュ ニ ケ
ー

ション 能力を養うことの 重要性を指摘する
1）。

　 2014年 7月 26 日に、長野地方気象台にお い て、

「夏休みお天気教室 2014」が開催された。これに信

州大学榊原研究室として参加させ て い ただき、気象

に関す る実験を行っ た。この 参加報告とともに、科学

コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョン の あり方を考える。

2．信州大学榊原研究室として用意 した実験

　まず、信州大学榊原研究室が用意し、実際にお こ

なっ た実験を紹介する。

A）マ シ ュ マ ロ を真空食品保存容器の 中に入れ 、容

器付属の ポ ン プを用い て中の 気圧 を上 下させ る。マ

シ ュ マ ロ の 変化か ら、気圧 の はたらきを確認する。

B）ソーダキ
ーパ ー

を 350mL ペ ッ トボトル の 上部に

取り付け、ペ ッ トボトル の 内部には、可逆性サーモ ラ

ベ ル と凝結核としての 線香の煙を入れる。内部の気

圧を上昇させ 、 栓を外すと、音とともに内部に雲がで

きる。 この とき、 内部では気温が低下してい る。

C）冬季日本海上の筋状雲再現実験で、尾町・榊原

（2013）による
2＞。2L ペ

ッ トボトル の 底部を切り、 飲み

口か ら線香の 煙を凝結核として 入れ、電動フ ァ ン で

風を起こし、氷上を通過 させると、 お湯を入れて海に

見立てたトレ
ー上で の み筋状の雲が発生する。

D）カバ ーをか けたス テ ン レ ス ハ イテナ
ー（W1095 ×

D800XH1700 （  ））を用意し、 超音波加湿器を用い

て内部に水蒸気を満たし、湿度 90％前後に保 つ 。こ

の 中に子どもや保護者が入り、水蒸気を体感した 。

A ）マ シ ュ マ ロ真空実験

・　 蝋 垂　 驚　　
躍

　 　 　 　 　 　 〉

B）雲を作る実験

　 C）冬の 筋 状雲再 現実験　　　　 D）水蒸気体感実験

3 ．結果と考察

　4 つ の 実験は 、午前 2 回、午後 2 回 の 計 4 回、各

実験を 5分程度で行っ た。当目は 1回に子ども 7〜8

人が訪れ、実験者に質問をする子どもが 見られるな

ど、積極的に考えようとする様子が見られた 。

　ただ、当日参加した実験者 へ の アン ケ
ー

トの 中で 、

実験の インパ クトと、 科学的な説明及び理解の どちら

を重視したらよい か 、迷 い があ っ たとい う意見 があっ

た 。 我 々 は 、 科学コ ミュ ニ ケ
ーシ ョン には両方が重要

で あると考える。 実験 教室には、専門的な理 科的事

象を分か りやすく伝えるこ とと同時に、子どもたちが

実験教室 の 内容をこ れか らの 学校教育の 中で 思い

出すことで 、科学 へ の 興味と理解を増すための 動機

付けとなることが期待される。
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